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  西郷村告示第６３号 

 

 

     平成２５年第３回西郷村議会定例会を、下記のとおり招集する。 

 

         平成２５年９月２日 

 

 

                     西 郷 村 長  佐 藤 正 博 

 

 

記 

 

          １．期  日   平成２５年９月９日 

 

          ２．場  所   西 郷 村 議 会 議 事 堂 
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応 招 不 応 招 議 員 

 

・応招議員（１７名） 

１番 鈴 木 勝 久 君 ２番 真 船 正 晃 君 ３番 南舘かつえ君 

４番 藤 田 節 夫 君 ５番 金 田 裕 二 君 ６番 仁平喜代治君 

７番 秋 山 和 男 君 ８番 欠 員 ９番 小 林 重 夫 君 

１０番 白 岩 征 治 君 １１番 矢 吹 利 夫 君 １２番 上 田 秀 人 君 

１３番 高 木 信 嘉 君 １４番 後 藤  功 君 １５番 佐 藤 富 男 君 

１６番 室 井 清 男 君 １７番 大 石 雪 雄 君 １８番 鈴 木 宏 始 君 

・不応招議員（なし） 
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平成２５年第３回西郷村議会定例会 

議事日程（１号） 

                   平成２５年９月９日（月曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議案第６６号 西郷村職員の給与の臨時特例に関する条例 

日程第 ４ 議案第６７号 西郷村教育委員会教育職員の給与の特例に関する条例の一部 

             を改正する条例 

日程第 ５ 議案第６８号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一 

             部を改正する条例 

日程第 ６ 議案第６９号 西郷村税条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第７０号 西郷村復興産業集積区域における村税の特例に関する条例の 

             一部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第７１号 社会資本整備総合交付金事業平成２５・２６年度債務負担行 

             為 

             新田橋上部工工事請負契約について 

日程第 ９ 議案第７２号 西郷村道路線の認定について 

日程第１０ 議案第７３号 平成２４年度西郷村歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 議案第７４号 平成２４年度西郷村公営企業会計剰余金の処分及び決算の認 

             定について 

日程第１２ 議案第７５号 平成２５年度西郷村一般会計補正予算（第２号） 

日程第１３ 議案第７６号 平成２５年度西郷村公共下水道事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

日程第１４ 議案第７７号 平成２５年度西郷村農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

日程第１５ 議案第７８号 平成２５年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

日程第１６ 報告第 ５号 平成２４年度西郷村財政健全化判断比率の報告について 

日程第１７ 報告第 ６号 平成２４年度西郷村公営企業会計資金不足比率の報告につい 

             て 
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・出席議員（１７名） 

１番 鈴 木 勝 久 君 ２番 真 船 正 晃 君 ３番 南舘かつえ君 

４番 藤 田 節 夫 君 ５番 金 田 裕 二 君 ６番 仁平喜代治君 

７番 秋 山 和 男 君 ８番 欠 員 ９番 小 林 重 夫 君 

１０番 白 岩 征 治 君 １１番 矢 吹 利 夫 君 １２番 上 田 秀 人 君 

１３番 高 木 信 嘉 君 １４番 後 藤  功 君 １５番 佐 藤 富 男 君 

１６番 室 井 清 男 君 １７番 大 石 雪 雄 君 １８番 鈴 木 宏 始 君 

・欠  員（１名） 

・欠席議員（なし） 

・地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 佐 藤 正 博 君 副 村 長 大 倉  修 君 

教 育 長 加 藤 征 男 君 
会計管理者兼 
会 計 室 長 

金 田 勝 義 君 

参 事 兼 
総 務 課 長 

山 崎  昇 君 税 務 課 長 金 田 昭 二 君 

住民生活課長 保 坂 文 夫 君 
放 射 能 対 策 
課 長 

藤 田 雄 二 君 

福 祉 課 長 中 山 隆 男 君 健康推進課長 皆 川 博 三 君 

商工観光課長 渡 辺 文 雄 君 農 政 課 長 東 宮 清 章 君 

建 設 課 長 鈴 木 宏 司 君 企画財政課長 須 藤 清 一 君 

上下水道課長 池 田 有 次 君 学校教育課長 高 橋 廣 志 君 

生涯学習課長 相 川  博 君 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

近 藤 伸 男 君 

代表監査委員 鈴 木 光 明 君   

・本会議に出席した事務局職員 

参 事 兼 
議会事務局長 
兼 監 査 委 員 
主 任 書 記 

松 田 隆 志 
次 長 兼 
議 事 係 長 兼 
監査委員書記 

藤 田 哲 夫 

庶 務 係 長 池 田 早 苗   
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◎開会と開議の宣告 

○議長（鈴木宏始君） おはようございます。定足数に達しておりますので、ただいまか

ら平成２５年第３回西郷村議会定例会を開会いたします。 

   これから本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◎諸般の報告 

○議長（鈴木宏始君） 日程に入るに先立ち、議長より諸般の報告をいたします。 

   先月までの議長行動表、例月出納検査結果報告書、入札結果報告書、西郷村温泉健

康センター指定管理業務報告書、平成２５年第２回定例会会議録をそれぞれお手元に

配付しておきましたので、ご了承願います。 

   次に、一般質問の通告でありますが、本日正午締め切りですので、ご留意願います。 

   次に、これまでに受理しました請願１件、陳情２件、依頼１件につきましては、会

議規則第９２条の規定により所管の常任委員会に付託いたしました。 

   次に、道州制導入に反対する意見書提出について福島県町村議会議長会から依頼が

ありましたが、議会運営委員会で協議した結果、道州制導入に賛成する意見もあった

ことから、この件に賛同する議員個人の発議により行うことと答申がありましたので、

よろしくお願いいたします。 

   次に、地方自治法第１２１条の規定により、説明のため執行機関に対しあらかじめ

出席を求めておきました。本日の会議には、村長、副村長、教育長、代表監査委員及

び各担当課長が出席をしております。 

◎白河地方広域市町村圏整備組合議会の報告 

○議長（鈴木宏始君） 次に、一部事務組合議会について報告願います。 

   白河地方広域市町村圏整備組合議会議員、佐藤富男君。 

   １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） ご報告を申し上げる前にちょっと字句の訂正をお願いしたいと

思います。 

   今朝方お手元に配付しましたこの組合議会報告書の中の一番下の議案第１７号につ

いて、字句がちょっと間違っておりますので、ご訂正をお願いしたいと思います。 

   ここ白河市議会議長の交代によりの交代を交わる代えるにかえていただき、そして

また、須藤博之議長が新しい監査委員に選任されましたということなんですが、これ

がちょっとパソコンのコンピューターの関係でちょっと私の入力ミスでございますの

でご訂正をお願いしたいと思います。 

   それでは、白河地方広域市町村圏整備組合議会の報告を申し上げます。 

   平成２５年８月９日に行われました白河地方広域市町村圏整備組合議会、平成

２５年第３回定例会の議会報告を申し上げます。 

   お手元に配付いたしましたとおり、平成２５年第３回定例会が平成２５年８月９日

に行われました。議案につきましては、別紙のとおり取りまとめたものをお手元に配

付してありますのでごらんいただきたいと思います。 
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   第３回定例会に付議されました議案のうち、議案第１５号「平成２５年度白河地方

広域市町村圏整備組合一般会計補正予算」に計上されました企画費のうち、補正額

１,５７６万５,０００円は、白河地方広域市町村圏整備組合に加盟されております

１市４町４村のそれぞれの市町村における地方税全部の滞納処理を行うための組織を

新たにつくるための人件費の補正であります。私のお聞きしたお話ですと本格的な滞

納処理対策室を立ち上げまして、この滞納金の取り立てを来年４月１日に行うという

ようなご説明でありました。 

   また、その際にかかる経費は、組合市町村から負担金を徴収して賄うことになって

おり、事務局長の試算によりますと年間でおおむね４,０００万円の経費が必要にな

るそうであります。 

   そのために西郷村が負担しなくてはならない負担金は、今回の補正予算の内訳から

試算すると人口割で８８万８,０００円、均等割で４２１万４,４００円を合わせまし

て、おおむね５１０万２,０００円余りの負担金が、発生することになりそうであり

ます。 

   現在、西郷村では正規の税務課職員のほかに、平成２１年４月より税務課内に収納

率向上班が設置され、４名の臨時雇用を図り、１,０００万円に近い人件費を余分に

使いながら収納率向上のための職務を行わせております。 

   また、村では滞納処分の実施を強力に推進しておりまして、滞納者には督促状、催

告書の送付や自宅への訪問などを行い、自主納税を促進し、それでも納税されない場

合は、預金、給与などの債権や土地・建物の不動産の差し押さえを実施しております。 

   その上で、これらの処分に加えて、あらゆる財産を対象に差し押さえを実施し、差

し押さえ財産の公売によって、滞納村税などへの充当を実施しているところでありま

す。 

   これが、今日の西郷村の滞納税金に対する収納の取り組みであります。 

   このように、西郷村は厳しい滞納税金の取り立てを行っていながら、また、白河地

方広域市町村圏整備組合に年間５１０万２,０００円余りの村民の税金を負担して滞

納取り立てを行うことは、まさに屋上屋と言わざるを得ませんし、西郷村税務課職員

の職務遂行能力をみずからが否定することにもなりかねません。 

   白河地方広域市町村圏整備組合が滞納金の収納を始めることになれば、西郷村民や

村内の企業経営者の皆さんの税金を白河地方広域市町村圏整備組合にあからさまにさ

れ、差し押さえや公売以上の税金取り立てを白河地方広域市町村圏整備組合にお願い

することになってしまいます。 

   こんなことは、決して村民の皆さんや企業経営者の皆様の理解を得られることはな

いと思っております。例えて申し上げるならば、江戸時代で例えるならば、悪代官が

年貢を力づくで農民から取り上げる構図が私には浮かんでまいります。 

   ましてや、来年からは消費税が８％に上がり、今後、介護保険や健康保険、高齢者

医療保険料、住民税や復興税なども上がることが予想されます。収入が増えない村民

の皆様にとっては大変な時代が来ようとしております。 
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   そんなさなかの強力な税の取り立て組織を白河地方広域市町村圏整備組合がつくっ

て、これを行うなどは私にとっては言語道断であります。 

   まして、この滞納収納に当たられる広域圏の職員は、白河市、矢吹町、棚倉町など

からの天下りの職員のようなものであります。まさに公務員天国と言わざるを得ませ

ん。 

   地方自治の原点から、村民の税金の収納を白河地方広域市町村圏整備組合が行うべ

きものでは絶対にないと確信し、私はこの補正予算には反対の票を投じてまいりまし

たことを報告し、白河地方広域市町村圏整備組合議会、平成２５年第３回定例会の報

告といたします。 

   西郷村議会出向、白河地方広域市町村圏整備組合議会議員、佐藤富男。 

   以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（鈴木宏始君） 報告が終わりました。 

◎百条委員会による告発の結果説明 

○議長（鈴木宏始君） 次に、平成２５年１月２３日付で地方自治法第１００条第９項の

規定により、会社役員須藤正一氏と西郷村長佐藤正博氏が虚偽の陳述をしたと認めら

れることから福島地方検察庁白河支部に告発しましたが、平成２５年６月２８日付で

不起訴処分とする旨の通知がありましたので報告いたします。 

   それでは、本日の日程に入ります。 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鈴木宏始君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議規則第１２０条の規定により、会議録署名議員に６番仁平喜代治君、７番秋山

和男君を指名いたします。 

◎会期の決定 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   会期につきましては、９月５日開催いたしました議会運営委員会において、お手元

に配付しました日程のとおり答申がありました。 

   おはかりいたします。 

   本定例会は、本日より９月２５日までの１７日間にしたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（鈴木宏始君） 異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日より９月２５日までの１７日間と決定しました。 

◎議案の上程（議案第６６号～報告第６号） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、日程第３、議案第６６号より日程第１７、報告第６号ま

での議案１３件、報告２件を一括上程いたします。 

◎提案理由の説明 

○議長（鈴木宏始君） 提出議案に対する提案理由の説明を求めます。 

   村長、佐藤正博君。 



－8－ 

○村長（佐藤正博君） 平成２５年第３回西郷村議会定例会に提案いたしました議案の大

要について、ご説明を申し上げます。 

   本日提案いたしました議案は、議案第６６号「西郷村職員の給与の臨時特例に関す

る条例」のほか、条例改正が４件、工事請負契約が１件、村道路線の認定が１件、歳

入歳出決算の認定が２件、補正予算が４件の計１３議案と報告２件でございます。 

   まず、議案第６６号「西郷村職員の給与の臨時特例に関する条例」でありますが、

国の厳しい財政状況及び東日本大震災に対処するための国家公務員の給与減額支給措

置を踏まえ、平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１日までの間において職員

の給与を減額するため、この条例を制定しようとするものであります。 

   次に、議案第６７号「西郷村教育委員会教育職員の給与の特例に関する条例の一部

を改正する条例」でありますが、平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１日ま

での間において、教育職員の給与を他の一般職と同様に減額するため、所要の改正を

しようとするものでございます。 

   次に、議案第６８号「教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一

部を改正する条例」でありますが、平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１日

までの間において、教育長の給料を１０％減額するため、所要の改正をしようとする

ものであります。 

   次に、議案第６９号「西郷村税条例の一部を改正する条例」でありますが、地方税

法等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものであります。 

   次に、議案第７０号「西郷村復興産業集積区域における村税の特例に関する条例の

一部を改正する条例」でありますが、福島復興再生特別措置法の一部改正に伴い、所

要の改正をしようとするものであります。 

   次に、議案第７１号「社会資本整備総合交付金事業平成２５・２６年度債務負担行

為、新田橋上部工工事請負契約について」でありますが、入札に付した工事請負契約

の締結につき、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規

定により、議会の議決を求めようとするものであります。 

   次に、議案第７２号「西郷村道路線の認定について」でありますが、折口原２１号

線については、公共施設に連絡する道路として整備するため村道に認定しようとする

ものであり、折口原２２号線については、宅地分譲開発に伴う公共施設の用に供する

土地の帰属として村道に認定しようとするものであります。 

   次に、議案第７３号「平成２４年度西郷村歳入歳出決算の認定について」でありま

すが、地方自治法の規定により、平成２４年度西郷村一般会計のほか８特別会計の決

算及び基金の運用状況について、監査委員の意見をつけて議会の認定に付するもので

あります。 

   次に、議案第７４号「平成２４年度西郷村公営企業会計剰余金の処分及び決算の認

定について」でありますが、地方公営企業法の規定に基づき、平成２４年度西郷村水

道事業会計及び西郷村工業用水道事業会計決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書

（案）のとおり処分し、あわせて平成２４年度西郷村水道事業会計及び西郷村工業用
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水道事業会計決算について、監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであり

ます。 

   続きまして、議案第７５号「平成２５年度西郷村一般会計補正予算（第２号）」に

ついて、ご説明いたします。 

   平成２５年度西郷村一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出総額に歳入歳出それ

ぞれ３億４ ,６８２万円を増額し、歳入歳出予算の総額を２０４億５ ,１１９万

５,０００円とするものであります。 

   はじめに、主な歳入補正につきまして、ご説明いたします。 

   まず、地方交付税につきましては、今年度の普通交付税算定の結果に基づき、普通

交付税を２億１,４６９万６,０００円増額補正いたしました。 

   次に、国庫支出金につきましては、国庫補助金として災害関連地域防災崖崩れ対策

事業補助金の施越事業分を２,９９４万３,０００円、農業基盤整備促進事業費補助金

を２,３５０万円それぞれ増額補正し、総額４,１５０万７,０００円増額いたします。 

   次に、県支出金につきましては、県補助金として安心子ども基金事業補助金（認定

こども園整備事業）を３,６７５万円減額補正し、経営体育成交付金事業補助金を

１,０４７万８,０００円、農業系汚染廃棄物処理事業補助金を１億４,２８３万円、

災害関連地域防災崖崩れ対策事業費補助金の施越事業分を２,３９５万４,０００円、

農業施設災害復旧事業補助金の施越事業分を２,２８５万９,０００円それぞれ増額補

正し、総額１億７,４４５万１,０００円増額補正いたします。 

   次に、繰入金につきましては、財政調整積立基金繰入金を２億６ ,４１７万

９,０００円減額し、公共下水道事業特別会計繰入金を６,９５０万４,０００円、介

護保険事業特別会計繰入金を１,７１９万２,０００円それぞれ増額補正し、総額１億

７,７４８万３,０００円を減額補正いたします。 

   次に、繰越金につきましては、前年度繰越金を４,０４４万１,０００円増額補正い

たします。 

   次に、村債でありますが、起債対象事業費の変更に伴い、土木債の公共事業等債を

３,９５０万円増額補正、災害復旧事業債の公共土木施設災害復旧事業債を３２０万

円減額補正し、総額３,７４０万円を増額するものであります。 

   続きまして、主な歳出補正予算についてでありますが、まず、総務費では、総額で

１億５,４４３万６,０００円の増額補正を計上いたします。主なものといたしまして、

税金のコンビニ収納対応システム改修電算業務委託料として４２２万１,０００円、

農業系汚染廃棄物処理事業業務委託料として１億２,２１０万円、同じくその仮置き

場維持管理工事費として２,０７３万円を計上いたします。 

   次に、民生費では、総額１,１１２万５,０００円の減額補正をいたします。主なも

のといたしまして、認定こども園整備事業補助金を５,５１２万５,０００円減額、み

ずほ保育園増設工事費として１,７７５万４,０００円を増額いたします。 

   次に、農林水産業費では、総額７,５７９万４,０００円を増額補正いたします。主

なものとして、経営体育成交付金事業補助金として１,３９６万９,０００円、新規就
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農者確保事業補助金として４５０万円、農業基盤整備促進事業の測量設計等業務委託

料として１,１００万円、同じくその工事請負費として３,９００万円、小規模道水路

整備工事費として３５０万円をそれぞれ増額するものであります。 

   次に、土木費では総額６,４５７万７,０００円を増額いたします。主なものとして、

道路維持補修修繕料として１,０６７万５,０００円、村道除雪業務委託料として

５００万円、小規模道水路整備工事費として２,２５０万円、社会資本整備総合交付

金事業（市街地整備）として１,０００万円、熊倉公園整備工事費として３,０３０万

円をそれぞれ増額補正いたします。 

   次に、消防費では、総額７７４万３,０００円を増額補正いたします。主なものと

いたしまして、消防施設工事費として１,９３５万８,０００円、災害情報通信設備整

備工事費として３７８万７,０００円をそれぞれ増額補正し、長坂地区消火栓設置工

事負担金として工事請負費への予算組み替えに伴い、１,５００万円を減額補正いた

します。 

   次に、教育費では、総額３,９９１万８,０００円を増額いたします。主なものとい

たしまして、中学体育連盟大会参加補助金として１７０万円、西郷第一中学校環境整

備工事費として２,３００万円、体育施設工事費として２４０万円をそれぞれ増額補

正いたします。 

   次に、債務負担行為の補正についてでありますが、補正理由といたしましては、村

を北部、中部、南部に分け、高齢者に対するきめ細やかな要生活支援者調査を複数年

にわたり実施し、村の高齢者福祉の向上を図ることを目的とする高齢者福祉トータル

サポート事業を実施するため、別表２のとおり債務負担行為を追加いたします。 

   次に、地方債の補正についてでありますが、臨時財政対策債につきましては、平成

２５年度普通交付税の算定に基づいて借入限度額が確定したことによる増額、そのほ

かの地方債については、平成２５年度起債対象事業費の確定により借入限度額に増減

が生じたため、別表３のとおり地方債の限度額を変更いたします。 

   続きまして、議案第７６号から議案第７８号までの各特別会計補正予算につきまし

ては、それぞれの事業目的を達成すべく所要の補正を行うものでございます。 

   次に、報告第５号「平成２４年度西郷村財政健全化判断比率の報告について」であ

りますが、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成２４年度西

郷村財政健全化判断比率について、監査委員の意見をつけて報告するものであります。 

   次に、報告第６号「平成２４年度西郷村公営企業会計資金不足比率の報告につい

て」でありますが、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成

２４年度西郷村公営企業会計資金不足比率について、監査委員の意見をつけて報告す

るものであります。 

   以上、本日提案いたしました議案の大要についてご説明いたしましたが、細部につ

きましては、担当課長より説明いたさせますので、ご審議の上、ご議決を賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（鈴木宏始君） 提案理由の説明が終わりました。 
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◎議案内容の細部説明 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第６６号から議案第６８号に対する細部説明を求め

ます。総務課長。 

（総務課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第６９号に対する細部説明を求めます。税務課長。 

（税務課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７０号に対する細部説明を求めます。商工観光課

長。 

（商工観光課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７１号、議案第７２号に対する細部説明を求めま

す。建設課長。 

（建設課長、議案書により細部説明） 

◎決算総括説明及び企業会計決算説明 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７３号、議案第７４号に対する細部説明を求めま

す。会計室長。 

○会計管理者兼会計室長（金田勝義君） 議案第７３号、議案第７４号につきまして、細

部説明を申し上げます。 

   まず、議案第７３号「平成２４年度西郷村歳入歳出決算の認定について」細部説明

を申し上げます。 

   お手元の資料№３、平成２４年度歳入歳出決算書の１ページ及び２ページ、一般会

計、特別会計歳入歳出決算総括表をごらんください。 

   はじめに、一般会計についてご説明いたします。 

   当初予算額は９４億２,０００万円でありましたが、補正額及び繰越事業費、繰越

財源充当額合計４３億７,２９４万３,０００円の増額により、最終予算額は１３７億

９,２９４万３,０００円となりました。歳入は、調定額が１３４億１,９７５万

１,６０５円に対し、収入済額は１１７億５,８００万７,６３１円、不納欠損額

１,６７１万９,４３３円、収入未済額１６億４,５０２万４,５４１円となっておりま

す。歳出は、支出済額１１２億４ ,５３９万６ ,０９４円、翌年度繰越額２２億

３,７６７万８,０００円で、不用額は３億９８６万８,９０６円となりました。 

   ここで、２４ページの一般会計実質収支に関する調書をあわせてごらんになってい

ただきたいと思います。収入済額１１７億５,８００万７,６３１円から支出済総額

１１２億４ ,５３９万６ ,０９４円を差し引いた形式収支は５億１ ,２６１万

１,５３７円で、翌年度への繰越事業充当一般財源であります繰越明許費及び事故繰

越繰越額３億１,１１７万円を控除して実質収支額は２億１４４万１,５３７円となり

ました。この２分の１以上の額１億１００万円を法令の定めるところにより、財政調

整積立基金に積み立て、残りの１億４４万１,５３７円は平成２５年度に繰り越しま

した。 

   次に、戻っていただきまして、１ページ、２ページの総括表ですが、墓地特別会計
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ですが、当初予算額は２３万７,０００円で、１万１,０００円の補正減により最終予

算額は２２万６,０００円、歳入の状況は、調定額が２２万５,７４４円に対し収入済

額も同額で、収入未済額はありませんでした。歳出の状況は、支出済額がなく、不用

額２０万６,０００円で、差引歳計剰余金２２万５,７４４円は全額平成２５年度に繰

り越しております。 

   次に、国民健康保険特別会計ですが、当初予算額は１５億６,３８９万７,０００円

で、２億１,４９８万４,０００円の補正増により、最終予算額は１７億７,８８８万

１,０００円、歳入の状況は調定額が２１億１,２１５万１３８円に対し収入済額

１８億６,２１６万２,３８２円、不納欠損額９２９万８,７００円で、収入未済額は

２億４,０６８万９,０５６円でした。歳出の状況は、支出済額１７億４,３３０万

９,１８０円、不用額３,５５７万１,８２０円で、差引歳計剰余金１億１,８８５万

３,２０２円は全額平成２５年度に繰り越しました。 

   次に、土地造成事業特別会計についてご説明いたします。当初予算額は２１万

８,０００円で、１,０００円の補正減により、最終予算額は２１万７,０００円。歳

入の状況は、調定額が２１万６,００３円に対し収入済額も同額で、収入未済額はご

ざいません。歳出の状況は、支出済額２１万６,００３円で、不用額９９７円となり、

差引歳計剰余金はありませんでした。 

   次に、公共下水道事業特別会計ですが、当初予算額は６億３,００１万７,０００円

で、３ ,１１７万３ ,０００円の補正減により、最終予算額は５億９ ,８８４万

４,０００円、歳入の状況は、調定額６億３０８万６,２６５円に対し収入済額５億

９,２９７万１,７９５円で、収入未済額は１,０１１万４,４７０円でした。歳出の状

況は、支出済額５億９,２９７万１,７９５円で、不用額５８７万２,２０５円となり、

差引歳計剰余金はありませんでした。 

   次に、農業集落排水事業特別会計についてご説明いたします。当初予算額は２億

７０万円で、補正額及び繰越事業費、繰越財源充当額合わせて１億１,３１６万

６,０００円の増額により、最終予算額は３億１,３８６万６,０００円となりました。

歳入の状況は、調定額が３億９７５万２,２９８円に対し収入済額は３億６１８万

２,７４８円で、収入未済額は３５６万９,５５０円でした。歳出の状況は、支出済額

３億６１８万２,７４８円、不用額７６８万３,２５０円となり、差引歳計剰余金はあ

りませんでした。 

   次に、介護保険事業特別会計ですが、当初予算額は１０億２,２８２万円で、

９ ,７７９万１ ,０００円の補正増により、最終予算額は１１億２ ,０６１万

１,０００円となり、歳入の状況は、調定額が１１億５,６４８万１,５９６円に対し

収入済額は１１億４,５５０万８,３５１円で、不納欠損額が２１６万９,０８０円、

収入未済額は８８０万４,１６５円となりました。歳出の状況は、支出済額１０億

８,２７２万３,３２６円、不用額は３,７８８万７,６７４円で、差引歳計剰余金は

６,２７８万５,０２５円となり、全額平成２５年度に繰り越しております。 

   次に、介護サービス事業特別会計ですが、当初予算額は２,１４９万３,０００円で、
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３,０００円の補正増により、最終予算額は２,１４９万６,０００円、歳入の状況は、

調定額が２,１４９万４,０１８円に対し収入済額も同額で、収入未済額はありません。

歳出の状況は、支出済額２,１４９万４,０１８円、不用額１,９８２円で、差引歳計

剰余金はございません。 

   最後に、後期高齢者医療特別会計についてご説明申し上げます。当初予算額は１億

８６１万６,０００円で、６２９万６,０００円の補正増により、最終予算額は１億

１,４９１万２,０００円、歳入の状況は、調定額が１億１,５３６万８,３４２円に対

し収入済額１億１,３８０万８,６４２円で、不納欠損額４３万６,９００円、収入未

済額は１１２万２,８００円となりました。歳出の状況は、支出済額１億１,２７６万

４,３５１円、不用額２１４万７,６４９円で、差引歳計剰余金１０４万４,２９１円

は全額平成２５年度に繰り越しました。 

   ここまでご説明申し上げました各会計の決算の詳細につきましては、３ページより

２３ページに記載されておりますので、ごらんになっていただきたいと思います。 

   平成２４年度の一般会計、特別会計予算の総合計につきましては、当初予算額

１２９億６,７９９万８,０００円でしたが、最終予算額は１７７億４,１９９万

６,０００円となりました。歳入の調定額は、１７７億３,８５２万６,００９円、収

入済額１５８億５７万７,３１４円となり、不納欠損額が２,８６２万４,１１３円で、

収入未済額は１９億９３２万４ ,５８２円となりました。歳出の支出済額は、

１５１億５０５万７,５１５円で、翌年度繰越額に２２億３,７６７万８,０００円を

計上し、不用額は３億９,９２６万４８５円、差引歳計剰余金は６億９,５５１万

９,７９９円となっております。 

   以上、平成２４年度一般会計、特別会計決算の概要についてご説明申し上げました

が、歳入歳出決算、事項別明細等の詳細につきましては、後日、各担当課長等から決

算説明がございますので、これで議案第７３号の細部説明を終わります。 

   引き続きまして、議案第７４号「平成２４年度西郷村公営企業会計剰余金の処分及

び決算の認定について」細部説明を申し上げます。 

   資料№６の平成２４年度西郷村公営企業会計決算書をごらん願います。 

   はじめに、平成２４年度西郷村水道事業の決算についてご説明申し上げます。１ペ

ージ、２ページをお開きください。（１）の収益的収入及び支出でありますが、収入

の当初予算額は２億９ ,５３６万２ ,０００円でありましたが、２ ,２５５万

９,０００円の補正増により、予算額の合計は３億１,７９２万１,０００円になりま

した。決算額は３億２,３３７万８,９２１円で、予算額に比べ５４５万７,９２１円

の増額となりました。支出の当初予算額、補正額、予算額の合計は、収入と同額の

３億１,７９２万１,０００円でありますが、決算額は２億４,７１５万２,１６０円で、

不用額は７,０７６万８,８４０円となりました。 

   次のページ、３ページ、４ページをごらんください。（２）の資本的収入及び支出

でありますが、収入の当初予算額は９５０万円、補正額は１１０万円の減額ですが、

繰越額に係る財源充当額２５３万３,０００円を加えて、予算額合計は１,０９３万
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３,０００円となり、決算額は１,０１３万１,０００円で、予算額に比べ８０万

２,０００円の減額となりました。支出の当初予算額は２億１,０９７万５,０００円

で、９４４万７,０００円の補正減及び前年度繰越額１,１１９万３,０００円を加え

て、予算額の合計は２億１,２７２万１,０００円となり、決算額は１億８,６３４万

８ ,８２８円で、翌年度繰越額が２ ,２６６万７ ,０００円、不用額は３７０万

５,１７２円となりました。資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億

７,６２１万７,８２８円は、建設改良積立金取崩額１,０００万円、過年度分損益勘

定留保資金１２０万３１３円、当年度分損益勘定留保資金９,８５１万４,６１８円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５０２万９,８９７円、減債積立金

取崩額６,０００万円、繰越工事資金１４７万３,０００円で補 いたしました。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これより午前１１時２０分まで休憩いたします。 

（午前１１時０２分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午前１１時２１分） 

○議長（鈴木宏始君） ただいま提出議案の細部説明の途中でありますが続行いたします。

会計室長。 

○会計管理者兼会計室長（金田勝義君） 引き続きまして、議案第７４号の細部説明を申

し上げます。 

   公営企業決算書の５ページをお開き願います。平成２４年度西郷村水道事業損益計

算書でございますが、下から３行目をごらんください。当年度の純利益は

７,１１９万６,８６４円で、前年度の繰越利益剰余金はございませんので、当年度の

未処分利益剰余金も同額の７,１１９万６,８６４円となります。 

   次に、８ページ、９ページをお開き願います。平成２４年度西郷村水道事業剰余金

処分計算書（案）ですが、これは５ページの平成２４年度西郷村水道事業損益計算書

の当年度未処分利益剰余金について、本計算書（案）に記載のとおり処分したいとい

うものでございます。 

   続きまして、平成２４年度西郷村工業用水道事業決算についてご説明を申し上げま

す。２６ページ、２７ページをごらん願います。（１）の収益的収入及び支出であり

ますが、収入の当初予算額は３億５００万３,０００円でありましたが、６,０００円

の補正減により、予算額の合計は３億４９９万７,０００円になりました。決算額は

３億５７０万３,９５４円で、予算額に比べ７０万６,９５４円の増額となりました。

支出の当初予算額、補正額、予算額の合計は、収入と同額の３億４９９万

７ ,０００円でありますが、決算額は２億４ ,８２８万７９０円、不用額は

５,６７１万６,２１０円となりました。 

   次のページ、２８ページ、２９ページをごらんください。（２）資本的収入及び支

出でありますが、収入は当初予算額２ ,５００万１ ,０００円でありましたが、
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２,５００万円の補正減となり、予算額の合計は１,０００円となって決算額はありま

せんでした。支出の当初予算額は２億４,３７２万７,０００円で、１億３,７２１万

２,０００円の補正減により、予算額の合計は１億６５１万５,０００円となりました。

決算額は１億６３７万１,３２５円で、不用額は１４万３,６７５円となっております。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億６３７万１,３２５円は、過年

度分損益勘定留保資金９１万２,７０１円及び建設改良積立金取崩額１,３００万円、

当年度分損益勘定留保資金９,１５２万６,４６４円、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額９３万２,１６０円で補 いたしました。 

   次に、３０ページをごらんください。平成２４年度西郷村工業用水道事業損益計算

書でありますが、下から３行目の当年度の純利益は５,６４９万１,００４円で、前年

度の繰越利益剰余金はありませんので、当年度の未処分利益剰余金は当年度純利益と

同額の５,６４９万１,００４円となります。 

   次に、３３ページ、３４ページをごらんください。平成２４年度西郷村工業用水道

事業剰余金処分計算書（案）ですが、これは先ほどの水道事業と同じでございまして、

３０ページの平成２４年度西郷村工業用水道事業損益計算書の当年度未処分利益剰余

金について、本計算書（案）に記載のとおり処分したいというものでございます。 

   以上、平成２４年度西郷村水道事業会計、工業用水道事業会計の剰余金処分及び決

算の概要についてご説明を申し上げました。なお、詳細につきましては、後日、上下

水道課長より説明がございますので、以上をもちまして議案第７３号及び議案第

７４号の細部説明を終わります。 

◎決算審査の結果報告 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、代表監査委員より決算審査の結果報告を求めます。代表

監査委員、鈴木光明君。 

○代表監査委員（鈴木光明君） 代表監査委員の鈴木光明でございます。 

   平成２４年度決算の審査につきましては、７月５日から８月１日の期間で、担当課

ヒアリングを行い、審査を実施したところであります。このことについて、議会にご

報告申し上げます。 

   村長より審査に付された平成２４年度西郷村一般会計及び特別会計並びに西郷村公

営企業会計の各決算につきましては、地方自治法第２３３条第２項、地方自治法第

２４１条第５項、地方公営企業法第３０条第２項、地方公共団体の健全化に関する法

律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、各会計の歳入歳出決算並びに関係

帳簿、証書類、さらには財産に関する事項を記載した書類の審査を実施いたしました。 

   この審査結果につきましては、歳入歳出決算意見書とともに財政健全化審査意見書

及び西郷村公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計に係る資金不足比率

審査意見書、そして、西郷村公営企業資金不足比率審査意見書の各審査意見をつけ、

８月２８日付にて村長に提出したところでございます。 

   今定例会の議案書の中に一般会計及び特別会計分を№５として、また、公営企業分

を№７として、それぞれの決算審査意見書の写しが配付されておりますので、ごらん
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いただきたいと思います。 

   以上、決算審査の報告といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 決算審査の結果報告が終わりました。 

◎議案内容の細部説明 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７５号に対する細部説明を求めます。企画財政課

長。 

（企画財政課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７６号、議案第７７号に対する細部説明を求めま

す。上下水道課長。 

（上下水道課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、議案第７８号に対する細部説明を求めます。健康推進課

長。 

（健康推進課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、報告第５号に対する細部説明を求めます。企画財政課長。 

（企画財政課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 続いて、報告第６号に対する細部説明を求めます。上下水道課長。 

（上下水道課長、議案書により細部説明） 

○議長（鈴木宏始君） 以上で細部説明が終わりました。 

◎散会の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これをもちまして本日の日程は全部終了いたしました。 

   本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午前１１時４８分） 


